
宮崎県日南市 守田 遥 移住・定住促進

【年 齢】
３１歳

【出身地】
福岡県 大牟田市

【転出元】
福岡県 久留米市

【前 職】
会社員

【活動時期】
R3.12～ R4.11

（１年目）

着任以前は、カスタマエンジニアとして働いていたが、
自らの知見を広げるために、ワーキングホリデー制度を
活用し、オーストラリアに２年間の滞在を経験。
その際、「働きながら楽しみを見つけて生活するこ

と」や「異文化との交流」を体感し、移住や交流に関す
る活動に自らの経験を活かしたいと思い、協力隊に応募
した。

【メディア等の取材連絡先】
（電話番号）0987-31-1169（日南市役所 商工政策課）

日南市に移住し、年間200万人の観光客を誇る豊富な
観光資源と外部人材を受け入れる地域の寛容性の高さを
強く感じたが、観光客や移住者と地元の方との繋がりの
場を提供する機会が少ないとも感じた。
今後は、人材の交流地点となるコミュニティスペース

を創出し、関係人口・交流人口の拡大やビジネス、意見
交換の場等としての機能を果たし、経済や交流の活性化
を図っていきたい。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●地域資源を活用したワーケーションツアー
宮崎県の「みやざきの森林」を活かしたワー

ケーション推進事業を活用し、「山と島貸しワー
ケーション」と題して、モニターツアーを実施。
ライブコマース事業に携わる企業がツアーに参

加し、その後、日南市特産品のＰＲを行う実証実
験の実施に繋がった。

●特定地域づくり事業協同組合設立に向けて
地域の労働力不足の解消を目的として、特定地

域づくり事業協同組合制度を活用した事業協同組
合の設立に向けた取組みとして、自治体に対する
提案を始め、市内事業者の意向調査や組合員の確
保などに尽力した。

●市内小学校の授業に講師として登壇
「ふるさとまちづくり」というテーマに沿って、

移住者という立場から、講師として登壇。
自身のこれまでの歩みや協力隊となった経緯、

日南市の強み（魅力）、弱み（課題）など、自身
の生活を通した気づきについて講話を行った。


	スライド番号 1

